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「3D Bone Atlas Database」公開のお知らせ 

 

 

 

１．「3D Bone Atlas Database」の概要 

 日 時：2015年 12月 1日（火）より公開 

 内 容：3D Bone Atlas Database（３次元立体骨格図）をインターネット上で公開する 

 ＵＲＬ：http://www.nabunken.go.jp/research/environmental/gaiyo.html 

  ※奈良文化財研究所ホームページのデータベース一覧にもリンクしています。 

 

２．データベースの概要と期待される効果 

 ・哺乳類の主要骨格部位の立体的な骨格図 

 ・遺跡から出土することの多い哺乳類（ヒト、イヌ、イノシシ、ニホンジカ、ウシ、ウマ）を収録 

 ・あらゆる角度から骨格部位を表示できるため、骨の形態を容易に把握できる。 

 ・汎用性のある PDF形式のため、誰でも簡単にダウンロードして利用できる。 

 ・考古学、人類学、動物学、古生物学だけでなく、博物館や学校での教育資料としても活用可能 

 

３．公開までの経緯 

・環境考古学研究室では、これまで松井章前埋蔵文化財センター長を中心として、現生動物の骨格標本 

を収集し、現生動物の骨格図譜集を『動物考古学』（京都大学学術出版会）を 2008年に出版した。 

 ・『動物考古学』出版後、菊地大樹（環境考古学研究室客員研究員）が進めていた 3次元計測による立 

体的な骨格図譜の作成に成功したことから、その技術を応用した共同研究を開始し、当該データべー 

ス構築の準備に取り掛かった。 

 ・松井前センター長が今年 6 月に逝去されたが、環境考古学研究室で共同研究を継続し、今回公開をす

ることになった。 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

奈良文化財研究所 埋蔵文化財センター 環境考古学研究室（担当：山崎・菊地）Tel：0742-30-6851 

11月 30日（月）に、環境考古学研究室で報道用に公開いたします。取材上必要な方はぜひご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3D Bone Atlas Database トップページ 

立体的な骨格図譜（イヌの頭蓋骨） 
※パソコンの画面上で好きな角度に回転できます 


